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【結果】①プログラムに参加の認知症患者は男性 10 名(76.8歳)、女性 10名(76.6 歳)の計 20名(76.7
歳)。主たる介護者は、夫 5 名、妻 6名、嫁 3名、息子 2名、婿 2名、独居 1名、入院中 1名であった。
半数以上が、夫婦で介護をしているいわゆる「老々介護」である。疾患名は、アルツハイマー型認知症
7 名、脳血管性認知症 2名、脳血管性認知症＋アルツハイマー型認知症 2名、皮質基底核変性症 1名、
レビー小体型認知症 1名、軽度認知機能障害（MCI）2名、アルコール性認知症 2名、うつ病による仮性
認知症 2名、てんかん 1名と認知症を呈する様々な疾患の患者が参加している。失語症や失行によって




10 単語再生課題で平均 4.9 点、12単語再認課題で 8.0 点と記憶障害が認められる。見当識障害につい
ては、1名を除く 13例に何らかの見当識障害が認められた。構成障害に関しては、立方体の模写ができ
ない患者が 6名認められた。知能検査(Raven’s CPM)では、同年代の平均を超えている者が 3名、先に












【学会発表の予定】第 14回認知症ケア学会（2013年 6月 2日、福岡）にて発表予定。 
